
夢と希望劣湾ちた 
雛“万所鳩ず膚”輝l 

3月28日、五所川原市と金木町、 

市浦村の合併により新五所川原市が

発足しました。 

当日は早朝より本庁舎と金木、市

浦の総合支所で同時に開庁式が行わ

れたほか、午後からプラザマリユウ

五所川原において開庁式典が開催され、 

来賓や市民約400人が新市誕生をお

祝いしました。 

成田市長職務執行者ら 

7名に小室裕一自治大学

校校長より市町村合併功

労者総務大臣表彰が贈ら

れました。 
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新
 五
所
川
原
市
の
一
魅力
を
 に

り
 

国
内
外
に
情
報
発
信
 

圧
所

川
原
市
長

職
務
執
行
者
 

プ
ラ
ザ
マ
リ
ュ
ウ

五
所
川
原
で
行
わ
れ

た
開
庁
式
典
で
は
、
 

成
田
市
長
職
務
執
行

者
が

「
全国
に
誇
れ

る
地
域
資
源
を
有
効

に
活
用
し
創
意
工
夫

の
も
と
各
種
施
策
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」
 

と
式
辞
を
述
べ
、
小

室
裕

一
自
治
大
学
校

長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
吹
奏
楽

（雪
e
里
ウ
ィ
ン

ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）
、津
軽
三
味
線
演
奏
（
喜
良
市

小
・
川
倉
小
）
、虫
送
り
（
相
内
民
俗
芸
能
保
存
会
）
 

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

最
後
に
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
新
市
誕

生
を
祝
う
と
と
も
に
地
域
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
 

し
た
。
 

新
生
五
所
川
原
市
の
誕
生
に伴
い
、
 二
月
二
十
八
日
、
暫
定
の
教

育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
を
組

織
し
ま
し
た
。
 

◇
教
育

委
員
会
 

委
員
長
 
阿

部
 
育
也
 

委
員
長
職務
代
理
者
 
丁
子
 
谷
悟
 

教
育
長
 
木

下
 
巽
 

委
 
員
 
山

中
 
弘
行
、
小
野
 
勝
章
 

◇
選
挙

管
理
委
員
会
 

委
員
長
 
平
野
 
光

雄
 

委
員
長
職
務
代
理
者
 
西
村
 
晃
一
 

委
 
員
 
相
坂
 

利
雄
、
川
浪
太
刀
男
 

◇
固
定
資
産
評

価
審
査
委

員
会
 

委
員
長
 
嶋
谷
 
敏
 

委
員
長
職
務
代
理
者
 
佐
藤
 
政
一
 

委
 
員
 
三

和
 
平
作
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五所川原市開庁式典 . 

本
印
、
五
所
川
原
市
、
金
木
町
、
 

市
浦
村
の
一
市
二
町村
が
新
設
合
併
し
、
 

新
し
い
「
五
所
川
原
市
」
が
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。
平
成
十
六
年
七
月
の

法
定
合
併
協
議
会
設
置
以
来
、
住
民

の
声
を
大
事
に
し
な
が
ら
合
併
協
議

を
進
め
て
き
た
結
果
、
六
万
三
千
人

の
市
民
の
夢
と
希
望
に
満
ち
た
新
五

所
川
原
市
が
船
出
い
た
し
ま
す
。
 

新
市
は
、
津
軽
半
島
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
五
所
川
原
及
び
金
木
地

区
と
北
西
部
の
市
浦
地
区
か
ら
な
り
、
 

縄
文
時
代
か
ら
の
長
い
歴
史
と
米
や

り
ん
ご
e
産
地
と
し
て
、
 「
活力
あ
る
・

明
る
く
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
」
の

基
本
目
標
の
も
と
、
大
き
な
発
展
が

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
高
さ
二
十
冒
超
の
立
侵
武

多
を
展
示
す
る
 「
立伎
武
多
の
館
」
、
 

太
宰
治
の
生
家

「
斜
陽館
」
、
中
世

国
際
港
湾
都
市
十
三
湊
な
ど
歴
史
的

文
化
遺
産
や
十
三
湖
な
ど
の
自
然
に

恵
ま
れ
た
観
光
地
に
多
く
の
方
々
の
 
 御

訪
問
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
は
、
旧
五
所
川
原
市

役
所
を
本
庁
舎
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

旧
町
村
役
場
を
総
合
支
所
と
し
て
開

庁
い
た
し
ま
し
た
。
本
日
に
至
る
ま

で
に
は
、
住
民
の
暮
ら
し
を
快
適
に

す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を
念
頭
に
お

き
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
合
併
の
効

果
が
現
れ
る
よ
う
準
備
を
整
え
て
参

り
ま
し
た
。
本
庁
舎
、
各
総
合
支
所

と
も
に
、
ほ
と
ん
ど
の
証
明
や
手
続

き
が
今
ま
で
ど
お
り
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
ご
安

心
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
五
所

川
原
市
の
魅
力
を
国
内
外
に
情
報
発

信
し
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
ま
ち
実
現
の
た
め
決
意

を
新
た
に
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
力
強
い
御
支

援
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 .
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議 	会 	名 氏 
西北五環境整備事務組合 大野 欽也 

西北五広域福祉事務組合 松野 武司 

五所川原地区消防事務組合 川浪 茂浩 稲葉 好彦 田中 昇 外崎 	茂 成田 長代 

っがる西北五広域連合 前田 清勝 川口 隆 三和 孝治 野呂囲四郎 

公 立 金 木 病 院 組 合 伊藤 永慈 秋元 洋子 中畑 藤雄 阿部 春市 

委員会名 定数 

13 

委員長 副委員長 委  

好  

稲
相 葉津 	

彦治 

達洋
清 也
子
一 

総 務 櫛弓にI一キ子 桑田 茂 
阿工
平
 
部

藤
山
 
誠
 
春

一

則
 
市

郎
雄
 
田

三
田
 
中

和
中
 
昇
治

一
 
寺
秋
木
 
田

元
村
 

孝
賢
 

経 済 12 三和 	均 中谷 秀八 
武
  

田西
田
 
ノ
 
寛
エ
士
 
松

川
 
野

口
 
司
隆
 
木

福
 
村
士
 
博
美
 

原葛
漬
 
加
山
長
 
藤
口
谷
 
磐
夫
勝
 
寛

リ
春
 
孝
清
 

民 生 12 磯辺 勇司 笠井 幸市 

ワ
p
β
  

白
パ
白

い
 

東工
 
茂
武
 
美

則
 
四
太
 

 

、
水
善春

藤
山
田
 
伊

工
三
 
野

葛
 
呂

西
 
圃
敬

斉
平
成
 
一
秀
長
 
郎
直

代
 
藤

藤
潟
 
慈

司樹
 
藤
 

建 設 13 古川 幸治 島津 典明 
岡
  

崎
山
岡
 
伊

葛
 
丸
西
 
勇
三
 

精
 
茂
喜
浩
 
寺
中
大
 
田

畑
野
 
武

藤
欽
 
造

雄
也
 
高

川
前
 
杉
浪
田
 
利
茂
清
 
彦

浩
勝
 
収
 

外
笹
士
口
 

桑田 茂 木村 博 寺田 達也 寺田 武造
三和 孝治 山口 孝夫 相洋 治 三潟 春樹 

平成 17年4月7日選任 

高杉 利彦 木村 清一 1
0
 

議会運営 

〇組合議会等 

委員会名 

主
我
 
，
一
一
 

」
！
ロ
 ‘
ユ‘

 

平
成
十
七
年
第
一
回
臨時
会
 

平
成
十
七
年
五
所
川
原
市
議
会
第

一
回
臨
時
会
が
四

月
七
日
に
開
催
さ
れ
、
新
市
の
初
代
議
長
に
斉
藤
一
郎

氏
、
副
議
長
に
田
中
賢

一
氏
が
選
任
さ
れ
、
平
成
十
七

年
一
般
会
計
暫
定
予
算
な
ど
十
三
議
案
、
議
員
提
出
議

案
四
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
認
定
し
閉
会
し

ま
し
た
c
 

ま
た
、
今
臨
時
会
で
は
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会
な
ど
の
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
 

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
十
三
件
 

▽
五
所
川
原
市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
ほ
か
 

百
九
十
四
件
の
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

▽
平
成
十
六
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計
暫
定
予
算
 

ほ
か
十
七
件
の
暫
定
予
算
に
つ
い
て
 

▽
平
成
十
七
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会
計暫
定
予
算
 

ほ
か
十
七
件
の
暫
定
予
算
に
つ
い
て
 

▽
市
の
指
定
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て
 

▽
町
の
区
域
の
画
定
に
つ
い
て
 

▽
五
所
川
原
市
と
青
森
県
と
の
間
の
公
平
委
員
会
の
 

事
務
の
委
託
に
つ
い
て
 

▽
青
森
県
農
業
信
用
基
金
協
会
（
の
加
入
に
つ
い
て

▽
青
森
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
へ
の
加
入
に

つ
い
て
 

▽
青
森
県
西
北
五
地
方
視
聴
覚
教
育
協
議
会
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
青
森
県
西

北
五
地
方
視
聴
覚
教
育
協
議
会
の
規
約
の
変
更
に

つ
い
て
 

▽
青
森
県
西
北
五
地
方
視
聴
覚
教
育
協
議
会
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
青
森
県
西

北
五
地
方
視
聴
覚
教
育
協
議
会
の
規
約
の
変
更
に

つ
い
て
 

▽
津
軽
広
域
水
道
企
業
団
規
約
の
一
部
変更
に
つ
い
て
 

議
員
提
出
議
案
四
件
 

▽
五
所
川
原
市
と
五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
と
 

▽
五
所
川
原
市
議
会
会
議
規
則
案
 

の
間
の
消
防
団
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
つ
い
て
 
▽

五
所
川
原
市
議
会
委
員
会
条
例
案
 

▽
五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
 

▽
五
所
川
原
市
議
会
事
務
局
設
置
条
例
案
 

公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
同
組
合
規
約
の
変
更
 

▽
市
長
が
専
決
処
分
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
項
の
指
 

に
つ
い
て
 

定
に
つ
い
て
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何
よ
り
も
市
民
の
皆
さ
ん

の
声
が
市
政
に
反
映

さ
れ
る

‘
よ

う
、
各
会
派
の
間
で
報
告
・
 

【
 

連
絡
・
相
談
を
密
に
し
、

地
 

域
差
が
生
じ
な
い
よ
う
議
会

の
運
営
に
あ
た
り
た
い
0
 

3月28日の市町村合併により、旧五所川原市、金

木町、市浦村の市町村議会議員五十名は、議会の

議員の在任に対する特例により、引き続き議員の

任に当たります。 

新
市
の
議
会
運
営
を
円

滑
に

進
め
て
協
議
会
で
決
定
し

た

事
項
を
敢
行
す
べ
く
、
議
長

補
佐
役
の

任
を
粛

々
と
務
め

た
い
。
 

三
市
町
村
の
合
併
を
経

て

誕
生
し
た
議
会
に
、

心
を
新
 

・

松
野
木
字

松
ケ

枝
 

た
に
し
て
臨
み
た
い
。
 

さ
い
と
、つ
 
い
ち
ろ

、つ
 

！
加
ゴ
，
 
ー
 
！
 
ー
 

【・
（
〕
 

】n
」
ト
E
 

！
 
ョ
A

「II
 

・

無
所
属
・
農
業
 

副
議
長
 

た
な
か
 
け
ん

い
ち
 

田
中
賢

一
 

・

無
所
属
・
農
業
 ・

金
木
町
蒔
田
桑
元
 

あ
い
ざ
わ
 

お
さ
む
 

相
 
津
 
治
 

・

無
所
属
・
畜

産
業
 

・

磯
松
磯
野
 

あ
き
も
と
 
よ

、つ
こ
 

秋
 
元
 
洋
 
子
 

・

無
所
属
・
自

営
業
 

・

金
木
町

芦
野
 

議
 
長
 

(67) 

(63) (60) 

大
任
を
受
け
責
任
の

重
さ
 

あ
ず
ま
 
し
げ

み
 

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
 
東
 

茂
 
美
 

伽
 

「
努
力
」
が

信
条
で

す
の
で
、
 

・
無
所
属
・
会
社
役

員
 

こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
重
ね
、
 

・
稲
実
字
開
野
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か
さ
い
 
の

り
え
 

あ
 
べ
 
は

る
い
ち
 

！リ
 

B
・
 
一
手
 
」
ゴ
 

フ
I'
 

【
紅
 
血
コ
 
『
 
］
h
 
に
v
 

・

無
所
属
・
会
社
員
 ・

吹
畑
字
藤
巻
 

お
お
の
 
き
ん

や
 

大
 
野
 
欽
 
也
 m
 

・

無
所
属
・
会
社
社
長
 

・

松
島
町
八
丁
目
 

か
と
、つ
 
い
わ

お
 

・

無
所
属
・
無
職
 

・

金
木
町
芦
野
 

か
さ
い
 
け

い
た
ろ
う
 

葛
 
西
 
敬
太
郎
 ・

無
所
属
・
農
業
 

・

磯
松
赤
川
 

か
わ
ぐ

ち
 
た
か
し
 

隆
 

・

無
所
属
・
農
業
 

・

金
木
町
蒔
田
桑
元
 

い
 
こ

、つ
い
ち
 

井
 
幸
 
市
 
囲
 

・

無
所
属
・
市
議
会
議
員
 

・

沖
飯
詰
字
鴻
ノ
巣
 

か
わ
な
み
 
し

げ
ひ

ろ
 

川
 
浪
 
茂
 
浩
 ⑥
 

・

無
所
属
・
農
業
 

・

藻
川
字
村
崎
 

葛
 
西
 
収
 
三
 町
 

・

無
所
属
・
会
社
役
員
 

・

七
ッ
館
字
虫
流
 

き
む
ら
 

せ
い
い
ち
 

木
 
村
 
清
 
一
 

・

無
所
属
・
商
業
 

・

漆
川
字
清
水
流
 

(56) (79) 

笠か 
さ 
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か
さ
い
 
し
ゆ

う
ぞ
う
 

い
そ
べ
 
ゆ

う
じ
 

い
と
う
 
え
い
じ
 

磯
 
辺
 
勇
 
司
 
圃
 伊
 
藤
 
永
 
慈
 
囲
 

・

無
所
属
・
会
社
役
員
 
・
無

所
属
・
農
業
 

・

下
平
井
町
 
・
金
木
町

嘉
瀬
上
端
山
崎
 

い
h与
ば
 

よ
し
ひ
こ
 
い
ま

る
お
か
 
い
さ
む
 

、
，
ー
 

、
ノ
 

稲
 
葉
 
好
 
彦
 m
 伊
丸
岡
 

勇
 
価
 

・

無
所
属
・
市
議
会
議
員
 
・
無

所
属
・
畜
産
業
 

・

若
葉
一
丁
目
 
・
金
木
町

芦
野
 

藤
 
磐
 

伽
 
川
 
口
 

加 

葛
 
西
 
ノ
リ
工
 
町
 

・

社
会
民
主
党
・
団
体
役
員
 

・

ー
ッ
谷
 

き
む
ら
 
ひ

ろ
し
 

囲
 
木
 
村
 
博
 

・

無
所
属
・
会
社
役
員
 

・

磯
松
唐
皮
 

(56) 



さ
さ
や
ま
 

笹
 
山
 

せ
い
き
 

精
 
喜
 
四
 

茂
 、

ノ
 

4
,
 

【h
J
 

It
 

桑
 
田
 

た
な
か
 

の
ぼ
る
 

・

無
所
属
・
市
議
会
議
員
 

・

金
木
町
芦
野
 

・

無
所
属
・
会
社
役
員
 

・

金
木
町
嘉
瀬
雲
雀
野
 

く
し
び
き
 

ゆ
き
一
〕
 

こ
が
わ
 
こ

う
じ
 

、
ノ
 

古
 
川
 
幸
 
治
 
駆
 

・

無
所
属
・
農
業
 

・

金
木
町
喜
良
市
弓
矢
形
 

て
ら
だ
 

た
け
ぞ
う
 

寺
 
一
J
 

」
・
・
N
 

ヒ
コ
ー
 8
 

一
一
 
」
止
 
吐
】
 
に
J
 

・

無
所
属
・
自
営
業
 

・

松
島
町
八
丁
目
 

し
ま
づ
 

の
り
あ
き
 

・

無
所
属
・
会
社
役
員
 

・

相
内
露
草
 

と
の
さ
き
 

し
げ
る
 

f
 
k

可
 

ち
嶋
 
4
,
 

タ
 
，
 

+（
」
 
にv
 

・

無
所
属
・
会
社
社
長
 ・

金
木
町
芦
野
 

く
ど
う
 
せ

い
い
ち
ろう
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櫛
 
引
 
ュ
キ
子
 
⑤
 
工
 
藤
 
誠

一
郎
 

・

無
所
属
・
会
社
役
員
 
・
無

所
属
・
漁
業
 

・

飯
詰
字
皆
瀬
 

・
脇
元
赤
川
 

た
か
す
ぎ
 

と
し
ひ
こ
 

、
ノ
 

昇
 
0
 

(
hJ
 

〈

、
 

島
 
津
 
典
 
明
 
岡
 
高
 
杉
 
利
 
彦
 
圃
 
田
 
中
 

・

無
所
属
・
会
社
役
員
 

・

相
内
岩
井
 

て
ら
だ
 

た
つ
や
 

寺
 
田
 
達
 
也
 
m
 

・

無
所
属
・
団
体
職
員
 

・

稲
実
字
稲
葉
 

ノ、
・
ン
」
、つ
 
ぜ
ん
ド
」
 

ノ
、
）！・
フ
 

レ
，」・
一つ
n‘ノ
 

く
 く

ー
 

ョ
 
ノ
ー
 

ノ、
ン
」
、「
ノ
 

J
ム
』‘
ーグ
Lr
ノ
 

工
 
孫
 
蓋
『
 
司
 7
7
 L
 
泰
 
弐
 
刈
 
引
 

(75) 

日
本
共
産
党

・
政
党
役
員

新
町
 

・

無
所
属
・
会
社
役
員
 

・

十
三
深
津
 

く
わ
た
 
し

げ
る
 

・

無
所
属
・
会
社
役
員
 

・

金
木
町
喜
良
市
 

な
か
は
た
 
ふ
じ

お
 
な
か

や
 
ひ

で
は
ち
 

中
 
畑
 
藤
 
雄
 
圃
 中
 
谷
 
秀
 
ハ
 
囲
 

・

毎
所
属
・
損
害
保
険代
理
業
 
・
無
所

属
・
農
業
 

・

脇
元
赤
川
 
・
金
木
町

川
倉
林
下
 



均
 

・

農
業
 

や
ま
ぐ
ち
 
た
か

お
 

?
 

孝
 
夫
 
価
 

・

無
所
属
・
会
社
員
 

・

上
平
井
町
 

よ
し
お
か
 

ゆ
た
か
 

吉
 
岡
 
浩
 

価
 

・

無
所
属
・
保
育
園
理
事
長
 

・

川
山
字
森
内
 

―み 

得誹和わ
属 

商孝三 
業 ** E 

ノ口 

(61) 

＝み 

得誹和わ
属 
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み
か
た
 

は
る
き
 

三
 
潟
 
春
 
樹
 
師
 
一
 

・

無
所
属
・
農
業
 

・

金
木
町
川
倉
林
下
 

山
 
口
 

5
5
 

な
り
た
 
ち
ょ

う
だ
い
 
の
 

ろ
 
く
に
し

ろ
う
 
は

せ
が
わ
 

き
よ
か

（
ノ
 

は
ま
だ
 
は

る
し
 

は
ら
た
 
ひ

ろ
し
 

成
 
田
 
長
 
代
 
圃
 野
 
呂
 
団
四
郎
 
⑩
 
長谷
川
 
清
 
勝
 
⑩
 渡
 
田
 
春
 
士
 
囲
 原
 
田
 
寛
 
囲
 

無
所
属
・
会
社
役
員
 
・
無
所

属
・
農
業
 
・
無

所
属
・
市
議
会
議
員
 
・
無

所
属
・
会
社
役
員
 
・
無

所
属
・
会
社
役
員

相
内
 
・
藻

川
字
村
崎
 
・
ー
ッ
谷
 
・
十
三
通
行
道
 
・
金
木
町

嘉
瀬
雲
雀
野
 

ひ
ら
や
ま
 
の
り
お
 

平
 
山
 
則
 
雄
 
町
 

・

無
所
属
・
会
社
役
員
 

・

姥
庖
字
船
橋
 

ひ
ら
や
ま
 
ひ

で
な
お
 

平
 
山
 
秀
 
直
 
価
 

・

公
明
党

・
自
営
業
 

・

布
屋
町
 

ふ
く
し
 

ひ
ろ
み
 

、
ノ
 

福
 
士
 
寛
 
美
 
向
 

・

無
所
属
・
農
業
 

・

高
野
字
広
野
 

ま
え
だ
 

き
よ
か

つ
 

前
 
田
 
清
 
勝
 
鶴
 

・

無
所
属
・
保
育
園
長
 

・

梅
田
字
福
浦
 

ま
つ
の
 

た
け
じ
 

4“」
 

！
ぜ，J
 
一

N
 
！
一
 
】
 4
,
 

「
 
里
 
！
！
止
 
！
!
F
 に
v
 

・

無
所
属
・
農
業
 

・

神
山
字
殊
ノ
峰
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金
木
町
制
の
歴
史
は
、
大
正
九
年
 

（
一
九
二
〇
）
二
月
二
日
、
金
木

・
川

倉
・
藤
枝
・
蒔
田
・神
原
が
合
併
）
に

町
制
が
敷
か
れ
て
金
木
町
と
な
り
、
昭

和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
三
月
一
日
、
 

金
木
町
と
喜
良
市
村
、
嘉
瀬
村
の
一
町

二
村
が
合
併
し
、
新
金
木
町
と
な
っ
て

か
ら
、
三
月
で
五
十
周
年
と
い
う
節
目

の
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
 

暖
か
い
春
の
陽
ざし
が
心
地
よ
い
11
1
 

月
二
十
四
日
、金
木
町
閉
町
記
念
式
典

が
金
木
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
町
関

係
者
な
ど
約
二
百
人
が
出
席
し
て
、
金

木
町
の
歴
史
を
顧
み
、
郷
土
愛
と
誇
り

を
胸
に
刻
み
、
新
生
五
所
川
原
市
に
向

か
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。
 

式
典
に
は
、
歴
代
の
町
長
や
議
長
、
 

市
町
村
合
併
と
な
る
成
田
守
五
所
川
原

市
長
と
高
松
隆
三
市
浦
村
長
ほ
か
多
数

の
来
賓
が
出
席
の
な
か
、
鳴
海
町
長
が
 

「
歴
史や
文
化
、
自
然
を
残
し
な
が
ら

未
来
へ
向
け
た
人
と
緑
が
輝
く
環
境
、
 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
幸
せ
な
姿
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
。
永
き
に
わ
た
る
町
民
の
ご
尽

力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
、
鳴
海
町
長
か
ら
歴
代
町

長
や
町
議
会
議
長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
 

来
賓
を
代
表
し
て
成
田
守
五
所
川
原

市
長
が
「
活力
あ
る
、
明
る
く
住
み
よ

い
豊
か
な
ま
ち
へ
の
実
現
に向
け
、
力

を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
、
、
 

吉
幾
三
さ
ん
か
ら
の
メ
セ
ー
ジ
 「
ふる

さ
と
金
木
町
（
の
思
い
」
 
の
メ
ッ
セ

ー
 

ジ
が
会
場
に
流
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
 

鳴
海
町
長
と
中
谷
秀
八
町
議
会
議
長
が

登
壇
し
、
出
席
者
が
見
守
る
な
か
町
旗

が
降
ろ
さ
れ
、
鳴
海
町
長
が
静
か
に
町

旗
を
納
め
ま
し
た
。
 

出
席
者
全
員
と
童
謡
を
歌
う
会
が
 

『蛍
の
光
』
を
合
唱
し
、
中
谷
町
議
会
 

【
 

議
長
に
よ
る
『
万
歳
三
唱
』
が
声
高
ら

か
に
会
場
に
響
い
て
い
ま
し
た
。
 

宴
で
は
、
中
谷
議
長
が

「
新た
に
五

所
川
原
市
と
な
る
金
木
町
の
さ
ら
な
る

発
展
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
今
誠
康
町

商
工
会
会
長
が
乾
杯
の
発
声
を
行
い
、
 

ろ
ア
ー
ジ
で
は
県
無
形
文
化
財
指
定
の
 

『嘉
瀬
の
奴
踊
』
や
郷
土
芸
能
『
登
山

ば
や
し
』
が
披
露
さ
れ
、
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
出
席
者
た
ち

は
、
昔
の
思
い
出
話
や
出
来
事
な
ど
を

走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
浮
か
べ
て
は
、
 

懐
か
し
げ
に
語
り
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
記
念
式
典
で
は
、
平
成
十
六

年
度
褒
賞
授
与
式
も
行
わ
れ
、
鳴
海
町

長
は
受
賞
者
代
表
の
工
藤
弥
三
郎
氏
に

褒
賞
状
を
贈
り
、
会
場
の
出
席
者
は
褒

賞
受
賞
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。
 

⑨
自
治
功
労
褒
賞
 

褒
賞
規
則
第
三
条
第
五
号
 

工
 
藤
 
弥
三
郎
（
行
政
協
力
員
）
 

今
 

勝
 
慶
（
行
政協
力
員
）
 

⑨
特
別
功
労
褒
賞
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
三
号
 

渋
 
谷
 
悦
 
子
 
（
永年
勤
続
）
 

鳴
 
海
 
忠
 
責
 
（
交通
安
全
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
四
号
 

ね
 
（
保
健衛
生
）
 

（
保
健協
力
員
）
 

（
保健
協
力
員
）
 

雄
司
子
悦
ツ
 
サ
ね
 

悦
 
（
保健
協
力
員
）
 

（
保
健協
力
員
）
 

（
献血
）
 

（
献
血）
 

す
ー
 

均
 
（
献血
）
 

ま
す
み

（
献
血
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
五
号
 

今
 

憲
 
雄
 
（納
税
組
合
長
）
 

外
 
崎
 

茂
 
（納
税
組
合
長
）
 

村
 
田
 
秀
 雄
 
（納
税
組
合
長
）
 

鳴
 
海
 
昭
 
治
 
（納
税
組
合
長
）
 

漬
 
田
 
和
 
人
 
（納
税
組
合
長
）
 

白
 
川
 
安
 
義
 
（納
税
組
合
長
）
 

竹
 
谷
 
善
 朋
 
（納
税
組
合
長
）
 

田
 
中
 
豊
 
忠
 
（納
税
組
合
長
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
六
号
 

金
木
町
童
謡
を
歌
う
会
 

（
ボラ
ン
テ
ィ
ア
）
 

（
敬
称
略）
 

る思い幽 
金木町～ 

うをら膚薄村～ 

山奈原鳴白葛角

中 良田海川西田 

道健優 セ リーつ 

菊 中川佐浅

マth 谷［二］藤利

ま 桂 善月券

み、子一；均孝義勝 義 

（献
血
） 

善 

孝 （献

血） 

桂 子 

（献血

） 
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,
 

し
上
げ
ま
す
。
合
併
は
ゴ
ー
ル
で
は
な

く
新
し
い
歴
史
を
創
る
た
め
の
ス
タ
ー
 

ト
の
日
で
す
。
マ
チ
の
名
前
が
変
わ
っ

て
も
市
浦
の
歴
史
は
永
遠
に
不
滅
で

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
友
好
町
村
で
あ
る
北
海
道
上

の
国
町
長
が

「
曙
の
ごと
く
燃
え
続
け

た
市
浦
村
は
タ
闇
の
ご
と
く
消
え
ま
す

が
、
魂
は
永
遠
で
す
。
謎
多
き
ロ
マ
ン

の
地
の
新
た
な
船
出
、お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

小
・
中
学
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
ま

れ
た
後
、
村
の
歴
史
、
観
光
、
産
業
等

を
編
集
し
た
ビ
デ
オ
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
 

姫
神
の
音
楽
が
流
れ
る
中
、
高
松
村

長
、
島
津
村
議
会
議
長
が
村
旗
を
降
納

す
る
頃
に
は
、
感
極
ま
っ
て
か
会
場
 
 か

ら
は
す
す
り
泣
く
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
 

。
 高

松
村
長
が
村
旗
を
箱
に
納
め
、
 一

同
は
市
浦
村
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
 

市
浦
中
学
校
三
年
 
矢
本
 
愛
理
 

海
、
山
、
我
が
故
郷
、
市
浦
に
は
、
 

た
く
さ
ん
の
自
然
が
あ
り
ま
す
。
 

私
は
十
年
以
上
住
み
慣
れ
た
土
地
を

離
れ
て
、
四
年
前
初
め
て
市
浦
にき
ま

し
た
。
来
た
当
初
は
、
こ
れ
ま
で
住
ん

で
い
た
土
地
と
の
ギ
ャ
ップ
に
か
な
り

驚
き
ま
し
た
。
で
も
、
四
年
た
っ
た
今

は
、
我
が
市
浦
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
大
き
な
声
で

「
市
浦
が

大
好
き
で
す
ー
」
と
言
えま
す
。
太
陽

が
ギ
ラ
ギ
ラ
と
降
り
注
ぐ
中
、
私
た
ち

は
カ
ニ
を
と
る
の
で
す
。
よ
り
大
き
な

カ
ニ
を
と
る
た
め
に
、
夢
中
に
な
り
、
 

い
つ
の
間
に
かと
て
も
真
剣
な
カ
ニ
と

り
合
戦
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
カ
ニ

と
り
が
終
わ
る
と
、
海
へ
入
り
ま
す
。
 

魚
や
貝
を
見
つ
け
た
り
、
砂
で
城
を
 
 作

っ
た
り
し
ま
す
。
最
後
は
広
い
海
に

沈
む
タ
日
を
見
て
、
五
時
の
チ
ャ
イ
ム

と
共
に
家
へ
帰
り
ま
す
。
子
供
っ
ぽ
い

こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ほ
ど

大
き
な
自
然
を
肌
で
実
感
で
き
る
こ
と

は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
し
、と
て
も

貴
重
だ
と
思
い
ま
す
。
 

秋
、
相
内
や
桂
川
方
面
が
黄
金
色
に

輝
き
始
め
ま
す
。
空
を
飛
ぶ
赤
と
ん
ぼ

や
、
き
の
こ
狩
り
の
人
た
ち
を
見
か
け

る
た
び
に
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
村
の
様

子
に
心
が
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。
 

冬
、
市
浦
に
冬
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ

る
白
い
群
れ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
白
鳥

で
す
。
し
ん
し
ん
と
降
り
積
も
る
雪
と

共
に
や
っ
て
き
た
白
鳥
の
中
に
は
、子

供
の
白
鳥
も
い
て
、
親
子
で
餌
を
食
べ

る
光
景
は
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
。
こ

れ
も
き
つ
と
市
浦
の
環
境
が
、
い
つ
ま

で
も
変
わ
り
な
く
保
た
れ
て
い
る
か
ら

な
の
で
し
ょう
。
 

そ
し
て
春
、
雪
も
消
え
白
か
っ
た
山

が
元
気
な
緑
色
に
変
わ
り
ま
す
。
牧
場

の
牛
た
ち
も
こ
の
時
を
待
っ
て
い
た
か

の
よ
う
に
元
気
に
走
り
回
り
ま
す
。
そ

し
て
十
三
個
に
は
し
じ
み
漁
の
始
ま
り

を
知
ら
せ
る
、
船
の
大
き
な
エ
ン
ジ
ン

音
が
鳴
り
響
き
ま
す
。
 

こ
う
し
て
、
四
季
を
通
し
て
豊
か
に

表
情
を
変
え
る
市
浦
で
す
が
、
一
年
を

通
し
て
変
わ
ら
ず
に
私
が
気
に
入
っ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「星
 
 空

」
 
です
。
私
は
市
浦
に
来
て
以
来
、
 

い
つ
も
部
屋
の
窓
か
ら
星
空
を
眺
め
て

い
ま
す
。
星
空
は
季
節
に
よ
っ
て
変
化

す
る
し
、
月
も
い
つ
も
変
わ
った
表
情

を
見
せ
ま
す
。
い
つ
の
時
期
で
も
市
浦

の
透
き
通
っ
た
空
気
の
、
ず
っ
と
遠
く

に
星
は
輝
き
、
 一
つ
ー
つ
の
星
の
美

し
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

輝
く
が
心
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
る
の

で
、私
は
市
浦
の
星
空
が
大
好
き
で
す
。
 

市
浦
に
来
て
四
年
、
こ
ち
ら
に
来
て

す
ぐ
は
、
周
り
に
馴
染
め
る
か
ど
う
か

と
て
も
不
安
で
し
た
。
で
も
す
ば
ら
し

い
環
境
の
も
と
、
周
り
の
友
達
に
も
恵

ま
れ
、
毎
日
大
き
な
声
で
笑
わ
な
い
日

は
な
い
位
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
 

そ
ん
な
愛
着
の
あ
る
「
市
浦
村
」
が
い

ま
な
く
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
市
浦
村
。
 

多
く
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
市
浦
村
。
 

そ
の
中
で
私
も
友
達
も
大
き
く
成
長
し

て
き
ま
し
た
。
「市
浦
」
と
い
う
名
前

が
な
く
な
る
の
は
と
て
も
寂
しい
で
す
。
 

で
も
、
こ
の
環
境
、
周
り
の
人
た
ち
の

気
持
ち
が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
五
所
川
原
市
と
し
て
、
新
し
く
生

ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
い
所

は
残
し
、
そ
し
て
更
に
発
展
、
発
達
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
 

「
市浦
村
」
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ー
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
は
新
し
い
五
所川
原
市

と
し
て
共
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょう
。
 

《
 

  

  

三
月
二
十
八
日
、
五
所
川
原
市
、
金

木
町
と
合
併
し
、
新
生
五
所
川
原
市
と

な
る
市
浦
村
の
閉
村
式
が
三
月
二
十

日
、
市
浦
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
来
賓
や
村
民
約
二
百

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

高
松
村
長
の
式
辞
で
「
時
に
は苦
し

み
、
時
に
は
さ
ま
よ
い
な
が
ら
、市
浦

村
の
歴
史
を
つ
く
り
、
地
域
の
発
展
に

努
力
さ
れ
た
多
く
の
先
輩
方
に
感
謝
申
 



下 川 山 藤森栄次郎 旭ケ丘1区 北沢 清一 喜良市地区 磯松町内会 伊南 忠雄 
沖 飯 詰 石谷 一元 旭ケ丘 2区 浅田 嗣己 更生部落 加藤 康博 磯松町内会 新岡 孝人 
桜 	田 笠井 一 旭ケ丘 3区 角田 正由 西岩見町 今 	智夫 磯松町内会 洋田繁太郎 
中 舘山 大東ケ丘 白川 「 庄治 東岩見町 古川 満夫 脇 元 地 区 
種 	井 舘山 一幸 雲雀ケ丘団地 塚本 孝哉 ‘

」加
ー
 

ド
 
町
 

今 清比古 上脇元町内会 葛西 武和 
田 奈良 孝男 第 2 金7 ド団地 飯塚美智子 野 	崎 佐藤 政一 上脇元町内会 竹谷 博則 

毘沙門・長富地区 芦野団地 1区 工藤弥三郎 北 本 町 米谷 勝昭 上脇元町内会 秋田 文雄 
毘 沙 門 中田 淳逸 芦野団地 2 区 成田 善蔵 喜良市下派立 棟方 久幸 上脇元町内会 山田 節子 
毘 沙 門 杉山ャチョ 朝 目 団地 成田 京子 喜良市上派立 加賀谷邦光 上脇元町内会 成田 節代 
旭・ 新 田 山口 一文 蒔 田 地 区 南 本 町 三上 修二 上脇元町内会 小田桐恭一 
中 	崎 成田 一弘 上 蒔 田 岡田 ヒサ 上 柏 」 」

、
  
加
藤
 
か
っ
 

上脇元町内会 竹谷ョシエ 
共 	栄 山口 義直 下 蒔 田 徳田 政雄 下 柏 」 

」
、  中村 	正 下
脇
元
町
内
会
 
工
藤
 
愛
子
 

中野川端 山口 吉治 神 原 地 区 下 	町 今 	勝慶 下脇元町内会 石岡のり子 
上 長 富 増田 光信 神 	原 前田 清明 喜良市川端町 今 雄一郎 下脇元町内会 桑野 邦夫 
東 長 富 高橋 昭雄 藤 枝 地 区 双 葉 町 今 哲五郎 下脇元町内会 山田 	1 

に 

中 長 富 太
田
 
真
 

上 藤 枝 小山内正一 相 内 地 区 下脇元町内会 山田 哲哉 
下 長 富 松川清美 中 藤 枝 三橋勘太郎 第 1町内会 鎌田 好贋 下脇元町内会 成田 茂贋 

金 木 地 区 下 藤 枝 工藤 金光 第1町内会 大性 一徳 下脇元町内会 菖谷 孝子 
本 	1iJ 高橋 俊之 川 倉 地 区 第1町内会 秋田谷に象 下脇元町内会 斉藤 	章 
栄町 ll 区 下山 正美 湯

 
の
 
川
 

小野久五郎 第 1町内会 三和 琢磨 十 三 地 区 
栄町 2 区 角田 正照 林 	下 白川 ~ 藤男 第1町内会 三浦 正男 仲の町町内会 中井 育二 
田 	町 前田 憲吾 向 	道 田中 長昭 第1町内会 寺谷 	武 仲の町町内会 演田りく子 
南 新 町 山形 俊彦 女 	坂 浅利 勇 第1町内会 佐藤 弘文 仲の町町内会 相川えみ子 
上山道町 中村リッエ 上宇田野 1区 三潟ュキエ 第 1町内会 安保 圭造 仲の町町内会 三上 久恵 
駅裏団地 斉藤 忠幸 上宇田野 2区 中谷 稔 第 2町内会 中村 	裕 仲の町町内会 亀田 幸美 
中山道町 1区 荒関 祥子 下宇田野1区 中谷 正 第 2町内会 武田美保子 仲の町町内会 大津 丈巳 
中山道町 2区 中谷 勝治 下宇田野 2区 工藤 孝 第 2町内会 白川 静子 山子町内会 木村 弘伸 
下山道町 小野 元靖 嘉 瀬 地 区 第 2町内会 木津谷喜八郎 山子町内会 本荘 	勉 
美晴町1区 木村 武則 雲雀野団地 坂本 清蔵 第 2町内会 岡本うめ子 山子町内会 浜田 三郎 
美晴町 2区 沢田 実 東 	町 白川 博夫 第 2町内会 小林まち子 山子町内会 宮崎 竹次 
昭和町1区 土岐 詳治 上月 ト栗崎 松川 英満 第 2町内会 柏谷マッエ 山子町内会 高橋 雅子 
昭和町 2区 阿部 正一 中司 ト栗崎 白川春左衛門 第 3町内会 佐藤 悦男 山子町内会 浜田喜美子 
神明町 1区 斎藤 直好 下司 ト栗崎 伊藤 一瀧 第 3町内会 山内 守築 山子町内会 越野 勝美 
神明町 2区 諏訪 明彦 上 派 立 白川 強 第 3町内会 奈良っみ江 山子町内会 若山 道晴 
朝日町1区 角田昭太郎 中 派 立 鳴海 英子 第 3町内会 米谷 由一 十三まち町内会 相川 I 忠利 
朝日町 2区 塚本 孝 下 派 立 鎌田 善光 第 3町内会 佐々 7 k守治 十三まち町内会 松木 芳子 
北 新 町 封馬 央丈 上 新 町 今 金一 第 3町内会 成田 清正 十三まち町内会 相坂 義雄 
小川町1区 長利 キミ 下 新 町 今 兼春 第 3町内会 三和 克一 十三まち町内会 本荘 	正 

小川町 2区 工藤 信夫 上昭和町 工藤 英越 北町内会 岩間 	茂 十三まち町内会 中居 松男 

米 	町 野宮 博規 下昭和町 斎藤 善門 北町内会 三和 徳衛 十三まち町内会 有馬 正年 

I 	端 	町 長尾 精三 嘉瀬本町 木下 英治 北町内会 三和タミエ 十三まち町内会 本荘 珍雄 

寺 	町 藤元 昭造 冷 	水 津田 1 修治 北町内会 安保サッミ 十三まち町内会 本荘 	一雄 

東芦野町 葛西 久美 車 	町 鳴海 1 恵衛 北町内会 野呂 清三 十三まち町内会 米谷 寛了 

西芦野町 成田 国雄 畑 	中 今 ッワ 北町内会 三和 善策 太 田 地 区 

浦 	町 石戸谷富雄 後 	町 山中 庄子 北町内会 白川 槙子 太田町内会 奈良 義美 

新 富 町 外崎 誠一 上 古 町 毛内 英文 北町内会 高木 洗二 太田町内会 青山 	喬 

若松町1区 津島 勇蔵 下 古 町 鳴海 彦一 桂川町内会 越野 清志 太田町内会 奈良美智子 

若松町 2区 中西 星子 新 誠 町 須崎 道芳 桂川町内会 秋田谷重蔵 太田町内会 奈良 豊彦 

若松町 3区 津島 慶子 新堤町1区 木下 清光 磯 松 地 区 太田町内会 長利 睦子 

若松町 4区 原田テイ子 新堤町 2区 平川 鉄美 磯松町内会 和嶋 隆義 太田町内会 古川 芳照 

見 崎 町 涯川 正義 上鍛冶町 沢田 俊雄 磯松町内会 田中 義仁 太田町内会 山本 正高 

三 軒 町 金本 正土 下鍛冶町 木村みどり 磯松町内会 新岡 恒雄 太田町内会 青山 	香 

上 沢 部 白川 信一 上中柏木 成田 義道 磯松町内会 村元 則美 

下 沢 部 白川 欣造 下中柏木 吉崎 弘芳 磯松町内会 藤田 	斉 
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'(SI吻競職 -,て跳劣ろし健翻りしま男 
行政連絡員は、市広報や市からのチラシなどを配達します。広報をほしい方はお近くの

行政連絡員にご相談ください。 

任期（期間）平成 17年4月 11日～平成 19年3月31日） 
	

平成 17年4月 11日現在（敬称略） 

五所川E 長北地区 田町・栄町 長内忠次郎 みどり町2丁目 藤森 茂責 漆 渋谷 哲蔵 

町 	名 氏 	名 田町・栄町 須郷 定一 みどり町3丁目 藤田 幸子 東 松 島 山田日出雄 

寺町・岩木町 松本 武雄 千 白川 重治 みどり町 4丁目 秋田 	実 太 刀 打 山形 隆一 

小 	曲 長沢 正美 ノ、、 	重 	菊 三上 きり みどり町 5丁目 白戸 	忍 桃 	崎 伊藤 正春 

沼 	田 金田 靖子 はるにれ町 小笠原 勲 みどり町6丁目 三圃 由美 尻 新谷 良昭 

錦 	町 上見 勝行 湊 団 地 藤本 博寿 みどり町7丁目 赤城 幸雄 野 坪 小野 清一 

若葉市営住宅 成田 敏子 鳥 	森 米谷斗 F代治 みどり町8丁目 甲嶋 好勝 石 	畑 対馬 正三 

西 若 葉 坂本 恵子 鎌 谷 町 竹谷 とく 虫 	流 畠山 三郎 前 	落 山内 伸一 

蘇 	鉄 工藤 一二 鎌 谷 町 井
 
~
村
 
タ
ケ
 

ひがし光ケ丘 上田ゆかり 中 	村 小野 公樹 

エヴアーランド蘇鉄 大谷 信幸 一 ッ 谷 伊南 裕康 梅 沢 地 区 馬 	性 対馬 昭夫 

ニュータウン新宮 小野 晴夫 一 ッ 谷 木フ 吋 静逸 梅 	田 前田 条司 野崎・金山 高橋 光夫 

若 葉 苑 伊藤不二男 一ッ谷団地 高橋 	優 梅 	田 竹谷 英利 田 	中 高橋 耕市 

若葉県営住宅 小野 っ急 田 園 町 大沢 拓三 梅 	田 福士 松雄 悪 	戸 高橋 義正 

新 宮 町 松本 一雄 田 園 町 阿部 良一 中 	泉 小山内清智 宮 	田 涯谷 六郎 

新 宮 町 原 久美夫 松島町5丁目 寺田 日法 中 	泉 成田 義治 川 代 田 工藤 満男 

若葉第一 神 	雅宏 松島町1丁目 佐藤 睦子 長 橋 地 区 米 	田 対馬勝四郎 

若葉第二 三上 鉄春 松島町7丁目 三浦 孝回 浅 井 町 神山 	勲 本 柳 寺田 輝男 

H
 
ト
 
川
 
町
 

桑村 勇雄 松島町2・3丁目 演田 行雄 福 	山 石岡 清一 飯 詰 地 区 

下平井町 磯辺 光子 青 葉 町 伊藤 義美 福 	山 須藤 	昇 坂 ノ 上 奈良 	一 

下平井町 木村嘉四雄 松島町8丁目 岩測 金正 杉 派 立 中村 裕二 南 	新 三浦八三郎 

さっき 町 野上 修三 松島町6丁目 白川 久夫 野 	里 須藤 輝一 北 	新 坂本 俊一 

敷 島 町 清野 徹孝 松島町4丁目 千葉 与市 神 	山 松野 繁春 新町・大町 中村 孝一 

雛 	田 平山 昭三 栄 ・ 也 区 
」
N  松 野 オ 仙庭 	祐 下町・伝助町 三浦 れい 

東 雲 町 蝦名 麗子 湊 平
山
 
弥
助
 

福 	岡 片岡 昭夫 大 正 町 新岡 	稔 

旭 	町 一戸 麗子 湊 荒谷 嘉雄 若 	山 間山武四郎 大 日 町 柳原 幸枝 

東 	町 木村 正友 湊 長内清四郎 石 田 坂 斉藤 修一 中下・南下 浜館 由松 

布 屋 町 角田 	保 姥 	落 木村 茂夫 戸 斉藤 晴夫 長 	坂 岩田 幸男 

弥 生 町 小野 潤子 マイタウン船橋 今 寿美子 豊 	成 工藤とき急 曙 	町 岡田 1 渚子 

大 	町 小林 康男 第一船橋 岩崎 康子 七 和 地 区 興隆・朝日 沼宮内五郎 

上平井町 気田 	全 猫 	測 岩測 大幹 Il‘寺 	野 福 I 下 岩 崎 其田 	茂 

平 井 町 津川 武雄 ッ 谷 増沢 市雄 高 	野 福士 	茂 五 本 松 中谷員瑳夫 

中平井町 小山さえ子 稲 	実 加藤 定夫 高 	野 福士由五郎 下 	村 田中 俊雄 

幾 島 町 江良善五郎 稲 	実 加藤 光宣 前田野 目 今 	一雄 上町・寺町 中谷 兼光 
柏 原 町 境 	勇造 稲実団地 山田 富夫 前田野 目 斉藤1 二右衛門 三 好 地 区 
末 広 町 小野 清茂 柳 	沼 野宮 浩幸 持 子 沢 三上 行紀 鶴 ケ 岡 長尾 義勝 

五所川』 長南地区 米 	崎 工藤美智子 羽野オ に沢 宮崎 孝治 鶴 ケ 岡 小野寿一郎 
川 端 町 毛内 政一 広 	田 工藤 忠市 原 	子 柳原政次郎 鶴 ケ 岡 沢田 	進 

本 	町 葛西 昭雄 広 	田 葛西 松男 原 	子 柳原久三郎 上 藻 川 太田 辰男 
新 	町 対馬 昭文 藤浦団地 中村 利行 俵 	元 三上 光男 下 藻 川 一戸 慶喜 
元 	町 岩川 恒夫 光 ケ 丘 須藤 博幸 松 島 地 区 下 藻 川 竹谷 	繁 
第二柳町 葛西 富蔵 みなみ広田 今 兼博 吹 	畑 木村 泰造 下 藻 川 高橋 1 庁造 
第一柳町 奈良岡 進 広 	平 山形 	功 唐 笠 柳 山口 雅彦 高 	瀬 三浦 光昭 
成 田 町 蒔田 光明 七 ッ 館 鳴海美恵子 石 	岡 一戸喜三郎 福 	井 小野 和子 
平 和 町 秋田 善七 七 ッ 館 角田 直作 水 野 尾 小田桐秀寿 中 川 地 区 
平 和 町 片山キリ子 雇用促進住宅 新谷由美子 水 野 尾 太田 金作 上 川 山 外崎 清一 
日の出町・不魚住 高橋 光男 みどり町1・2丁目 長内 武子 漆 工藤 政二 中 川 山 藤森竹太郎 
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五
所
川
原
市
と
 

五
所
川
原
市
内
 

郵
便
局
と
の
災
害
 

協
力
協
定
 

四
月
六
日
、
市
内
十
五
の
郵
便
局
は
、
 

災
害
発
生
時
の
協
力
な
ど
四
項
目
の

協
定
を
本
市
と
結
び
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
平
成
九
年
、
十
年
に
旧

五
所
川
原
、
金
木
、
市
浦
と
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
郵
便
局
と
結
ん
で
い
た

協
定
を
合
併
に
伴
い
、
新
市
と
の
間

で
新
た
に
締
結
し
た
も
の
で
す
。
 

《協
定
項
目
》
 

1
市
内
に
発
生
し
た
災
害
の
対
応
 

2
郵
便
配
達
時
や
通
勤
途
上
に
道
 

路
の
危
険
箇
所
を
発
見
し
た
際
 

の
情
報
提
供
 

3
広
報
活
動
（
市広
報
、ポ
ス
タ

ー
 

な
ど
）
の掲
示
 

4
郵
便
に
よ
る
住
民
票
、
戸
籍
謄

本
な
ど
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
 

善
意
の
花
か
ご
 

、
どう
も
あつ
が
とー
つ
ご
ざ
い
き
し
た
ー
 

@
（財
）五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ

〇
渋
谷
省
吾
さ
ん

（
金
山字
盛
山
）
 

H
百
万
円
。
亡
父

・
渋
谷
守
男
さ

ん
葬
儀
の
際
の
香
典
の
一
部
を
教

育
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

0
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
美
照
流
・秀
純
会
（
吉
岡浩
会
長
）
 

H
三
万
四
千
八
十
五
円

（
0
5チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
舞
踊
・
歌
謡
の
つ
ど
い

益
金
）
 

〇
津
軽
三
味
線
滝
栄
会

（
大
邑滝
雄

代
表
）
【
三
万
五
千
九
百
五
十
六

円
（
第
”
箇
記
念
発表
会
収
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
市
朝
市
の
会
（
柴
谷
銑

一
会
長
）
H
五
万
円
。
 

・

、
 

（
乙
 

《
一

1
 

‘
 
コ
」
 五所川原市役所 曾 35-2111 平成 17年 4 月 15日 

運行ダイヤ（夏季分） 

（朝便】1回） 
往路 
市浦総合支所 

8:45- 金木総合 
支 	所 

9:3 O- 五所川原本庁 10:00 

復路 
五所川原本庁 

10:30- 金木総合 
支 	所 

11：ロ0- 市浦総合支所 11:45 

（タ便】1回） 
往路 
市浦総合支所 

14:15- 金木総合 
支 	所 15：ロ0- 五所川原本庁 15:30 

復路 
五所川原本庁 3:45- 金木総合 

支 	所 1 6:1 5- 市浦総合支所 17：ロロ 

新
市
の
交
流の
拡
大
に
 

、
行
政
連
絡バ
ス
第
一
便
が出
発

、
 

本
庁
舎
と
金
木
、
市
浦
総
合
支
所

を
結
ぶ
無
料
の
行
政
連
絡
バ
ス
が
運

行
す
る
こ
と
に
な
り
四
月
一
日
、
市

浦
総
合
支
所
前
で
関
係
職
員
や
住
民

な
ど
約
三
十
人
が
出
席
し
出
発
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

出
発
式
で
は
、
成
田
市
浦
総
合
支

所
長
が

「
こ
のバ
ス
は
住
民
の
強
い

要
望
で
運
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
 

行
政
と
住
民
の
架
け
橋
と
な
り
、
ま
た
、
 

市
民
の
交
流
の
機
会
拡
大
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
催
し
物
（
 

の
移
動
手
段
と
し
て
も
大
い
に
利
用
 
 

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
た
後
、
安
全
運
転
の
願

い
が
込
め
ら
れ
た
花
東
を
川
口
秀
樹

運
転
手
に
贈
り
ま
し
た
。
第

一
便
に

は
住
民
約
二
十
人
が
乗
り
込
み
総
合

支
所
を
後
に
し
ま
し
た
。
 

こ
の
バ
ス
は
、
金
木
総
合
支
所
経

由
五
所
川
原
市
役
所
間
を
一
日
二
往

復
し
、
住
民
の
足
と
な
っ
て
活
躍
す

る
こ
と
で
し
ょう
。
 

利
用
者
の
声
 

し
た
。
市
浦
村
は
飛
び
地
で
す
が
こ

の
便
利
な
バ
ス
の
運
行
で

一
体
感
を

感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
い
に
利

用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

中
山
た
い

さ
ん

（相
内

）
 

婦
人
会
で
は
老
人
福
祉
施
設
等
に
、
 

よ
く
踊
り
の
慰
問
に
行
っ
て
い
ま
す
。
 

今
ま
で
は
移
動
が
大
変
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
こ
の
行
政
連
絡
バ
ス
を
利

用
し
て
行
動
範
囲
を
広
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

阿
保
静

雄
さ
ん

（相
内

）
 

私
が
行
政
連
絡
バ
ス
を
提
唱
し
ま
 



事 時 間 場 	所 行 日 程 

金木公民館 9Iの 

4日 

（水・休） 

9 :の 

10 : 00 

18 :(x〕 

12 : 00 

津軽三味線会館 

金木公民館 

湖上ステージ 
（雨天※1) 

第 17回津軽三味線全日

本金木大会 

1日目／個人…小学生・

中高生・熟年の部、団

体…中高生 

平成 15年度文化庁芸術

祭参加 坂越達明「民

謡考」 ライブ『津軽三
味線の誕生』 

第 17回津軽三味線全日

本金木大会 

2日目／個人一般B級・ 

A級、団体一般Bグル 

ープ・Aグループ 

三浦智恵子一行 

関下恵子ショー 

RAB杯カラオケ選手権
金木大会 

ASHINO CHALLENGE CUP 

ボートレース 出場チーム大募集 

10 : 00 

1チーム・・・乗船クル-2名 

4部門・・・手漕ぎオープン／足踏みオープン 

（それぞれレディース部門あり） 

子供たち大集合！! 
～あおもしろ風船いっぱいあげるよ～ 

10 : 45 
ピエロのパープル＆大道芸人JT 
アッとおどろくパフォーマンスショー 

● 花火大会 
19 : 20 
夜桜と湖面に映る美しい花火をご堪能ください。 

血 第17回津軽三味線全日本 

v 金木大会 

9 : 00 

津軽三味線界で最高レベルの

大会です。魂をゆさぶる演奏

をお楽しみください。 

日 程 事 時 間 場 	所 

四日 

（金・祝） 

第 12回県下登山ばや

し金木大会 
10 : 00 

湖上ステージ 

（雨天※ 1) 

金木桜まつり開会式 11:00 
芦野公園 

（雨天※2) 

30日 

（土） 

ASHINO CHALLENGE CUP 
ボートレース 

10: 00 
登仙崎特設コース 

（雨天中止） 

子供たち大集合！! 
ノgルーンマジック・パ 

フォーマンスショー 
10 : 45 

湖上ステージ 
（雨天※ 1) 

1日 

（日） 

東京ふるさとかなぎ会
歌謡ショー 

13 : 00 
湖上ステージ 

（雨天※ 1) 

2日 

（月） 
金木桜まつり花火大会 19 :加 

登仙崎 
（雨天順延） 

3日 

（火・祝） 

扇謡会・滝栄会芸能発表会 10: 00 
湖上ステージ 

（雨天※ 1) 
嶋三喜夫‘歌謡ショー 13 : 00 

11 

※ 1‘・・金木小学校体育館、※ 2…金木公民館 この他たくさんの行事が開催されます。詳細は実行委員会へ。 

金木桜まつり実行委員会（金木商工会内） 容52一 2611 
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5日 

（木・祝） 



特
別
障

害
給

付
金
制
度
が

始
ま
り

ま
す
ー
 

農
業
セ
ン

タ
ー
か
ら
 

B
(3
7)2
1
0
4
 

国
保
年
金
課
か

ら
 

内
線

2
1
2
・
2
1
3
 

五所川原市役所 公 35- 21 11 平成 17年 4 月 15日 14 

4
月
打
知
ら
飼
 

市
広
報
で
は
情
報
コ
ーナ
ー
を
設
け

市
民
の
皆
様
に
行政
か
ら
の
情
報
を
提

供
す
る
ほ
か
、
 「
市民
サ
ロ
ン
」
欄
で

市
民
活
動
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は総
務
課
広
報

係

（
内
線4
o
4
'
4o
8
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

情
報
公
開

制
度
 

個
人
情
報

保
護

制
度
 

5
平
成

1
6年
度
運
用
状
況
5
 

総
務
課
 
内
線
4
o
3
 

当
市
の
情
報
公
開
制
度
、
個
人
情
報

保
護
制
度
の
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
今
後
と
も
公
正
で
開
か
れ

た
市
政
推
進
の
た
め
行
政
情
報
を
広
く

公
開
 
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

虫
お
く
り
参
加
団
体
募
集
 

（社
）五
所
川
原
青
年
会
議
所
 

容
（3
5)4
o
4
9
 
F
A
×（3
5)
4o
4
4
 

今
年
度
も
地
域
の
活
性
化
と
伝
統

文
化
継
承
を
目
的
に

「
奥
津軽
虫
と

火
ま
つ
り
」
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。
虫
お
く
り
に
参
加
さ
れ
る
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

◇
開
催
予
定
日
 
6
月
2
6日
目
 

◇
申
込
締
切
 

5
月
1
6日
の
 

親
子
体
験
学
習
に
参
加
し
よ
う
貝
 

弘
前
大
学
金
木
農
場
 

公
（
5
3)2
o
2
9
 
F
A
×
（
5
2)5
1
3
7
 

大
学
の
教
員
中
心
の
楽
し
い
親
子

体
験
学
習
で
す
。
親
子
で

一
緒
に
野

生
生
物
（
昆
虫
・
魚
な
ど
）
ゃ
微
生

物
を
観
察
し
た
り
、
米
づ
く
り
、
藍

染
め
、
わ
ら
細
工
、
農
産
物
の
加
工
・

試
食
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
8
 

月
に
は
一
泊
の
予
定
も
あ
り
ま
す
。
 

●

学
習
日
 
5
月
2
8日
、
6
月
1
8日
、
 

8
月
6
日
1
7
日
、
9
月
2
4日
、
 

1
0月
2
2日
の
土
曜
日
延
べ
6
日
間

◇
費
用
（
全期
間
）
大
人
3
5
o
o
円

子
ど
も
m
o
o
o円
 

◇
申
込
方
法
 
5
月
6
日
国
ま
で
に

電
話
で
、
ま
た
は
住
所
・
氏
名
・

学
校
名
・
学
年
‘
電
話
番
号
・
F
 

A
X
番
号
を
記
入
し
F
A
X
送
付
。
 

薬
剤
散
布
の
実
施
 

4
月
中
旬
か
ら
9
月
下
旬
ま
で
、
 

赤
ー
い
り
ん
ご
の
並
木
道
と
市
道
石

岡
5
号
線
等
（
エ
ル
ム
の
通
り
）
の

赤
ー
い
り
ん
ご
の
病
害
虫
駆
除
の
た

め
に
薬
剤
散
布
を
早
朝
（
5
時
1
6
 

時
3
0分
頃
）
実
施
し
ま
す
。
実
施
対

象
地
域
と
な
る
町
内
会
の
皆
様
に
は
、
 

ご
理
解
・
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
緊
急
的
に
薬
剤
散
布
を
実

施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

花
壇
苗
の
販
売
 

市
内
の
環
境
美
化
の
一
環
と
し
て
、
 

花
壇
苗
を
販
売
し
ま
す
。
 

◇
販
売
の
条
件
 

・

市
内
在
住
、
在
所
で
あ
る
 

・

各
種
団
体
で
あ
る
 

・

販
売
数
量
は
約
1
5
0
0
0鉢
 

・

販
売
価
格
は
1
鉢
当
た
り
3
0円
 ・

購
入
数
量
の
限
度
は
必
要
数
量

の
3
分
の
1
ま
た
は
5
o
o鉢
 

・

配
布
期
間
は
5
月
1
0日

ー
2
7日
 

・

配
布
時
間
は
9
時

5
1
6時
 

※
購
入
団
体
多
数
に
よ
り
、
数
量
制
 

限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 
 

4
月
か
ら
3
0
歳
未
満
の
方
を

対
象
に
「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
ー
 

こ
れ
ま
で
は
、
所
得
の
少
な
い
3
0歳

未
満
の
方
が
所
得
の
多
い
世
帯
主
と
同

居
し
て
い
る
こ
と
で
、国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
に
該
当
し
な
い
場
合
があ
り

ま
し
た
。
3
0歳
未
満
の
方
の
年
金
受
給

権
を
確
保
す
る
た
め
に
、同
居
し
て
い

る
世
帯
主
の
所
得
と
関
係
なく
、
本
人

及
び
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が基
準
額
 

（
全額
免
除
基
準
）
以
下
で
あ
れ
ば
、
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
0
 

・

納
付
猶
予
期
間
は
、
将
来
、
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
場
合
や
、
病
気

や
ケ
ガ
で
障
害
を
負
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
、
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故

が
起
こ
っ
た
場
合
の
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
必
要
な
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
 

・

納
付
猶
予
期
間
は
1
0年
以
内
で
あ

れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

※
た
だ
し
、納
付
猶
予
を
受
け
た
年
度

か
ら
2
年
を
経
過
し
た
分
の
保
険
料

に
は
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
 

国
民
年
金
制
度
の
任
意
加
入
対
象
者

で
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
 

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
次
の
方
を
対
象
と
し
て
、
 

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
 

①
対
象
と
な
る
方
 

〇
平
成
3
年
3
月
3
1日
以
前
の
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
者
だ
っ
た
学
生

〇
昭
和
6
1年
3
月
3
1日
以
前
の
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
者
だ
っ
た
厚
生
年

金

・
共
済組
合
等
の
被
保
険者
等
の

配
偶
者
 

こ
れ
ら
の
方
で
、
当
時
、
任
意
加
入

し
て
い
な
か
った
期
間
内
に
障
害
の
原

因
と
な
っ
た
傷
病
の
初
診
日
が
あ
り
、
 

現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
1
級
、
2
級

相
当
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
障
害
基
礎
年
金

や
障
害
厚
生
年
金
、
障
害
共
済
年
金
な

ど
を
受
給
す
る
こ
と
が
でき
る
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

②
給
付
額
 

1
級
《
・
・
月
額
5
0
o
o
o円
 

2
級
…
月
額
4
o
o
o
o円
 

※
障
害
の
程
度
が
国民
年
金
法
の
障
害

等
級
に
該
当
し
た
場
合
、
請
求
し
た

月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま

す
。
 

公文書開示請求件数 
（平成 16 年 4 月1日～平成 17 年 3 月 31日） 

区 	分 
開
請
件
 
示
求
数
 

処 理 状 況 

開示 こ部 
開7］く 

非開示

不存在 

不 服

申立て 

‘情報公開制度 21件 14 件 2 件 5 件 0 件 

個人情報保護制度 0 件 0 件 0 件 0 件 0 件 

計 21件 14 件 2 件 5 件 0 件 

開示請求の手続き・総合案内・・総務課行政係 

,
 



嗣
屍
サ
 ロ 

ン
 

ご
し
ょ
が
わ
ら
梅
ま
つ
り
 

長
橋
地
区
住
民
協
議
会
事
務
局
 

（
長
橋
支
所
）
公
（
四
）3
1
1
1
 

晩
香
会
（
菊
の
会
）
 

会
員
募
集
 

容
（
斜
）3
3
5
9
 小田
桐
 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集
 

五
所
川
原
歩

こ
う
会
 

容
（3
5)8
2
41
 
片
岡
 

平
成

1
7年
度
 
青
森
県
 

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
 

尺
八
の
演
奏
を
一
緒
に楽
し
み
ま
せ
 
◇
対
象
者
 
県
内
に住
む
1
8歳
以
上
の

ん
か
。
初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
 

方
で
、
手
話
の
学
習
経
験
が
あ
る
か
 

●

月
に
3
回
・
火
曜
日
 1
8時

5
2
1時
 
指
文
字

の
表
現
が
で
き
る
こ
と
。
 

中
央
公
民
館
 
（
会
費
無
料
）
 
◇
受
講
料
 
無

料

（
テ
キス
ト
代
は
自
 

※
練
習
用
尺
八
あ
り
。
 

己
負
担
）
 

ニ
ュ

ー
ス
ポ

ー
ツ
 

ペ
タ
ン
ク
へ
の
お
誘
い
 

雪
（3
5)8
1
4
9
 浜
田
 

ボ
ー
ル
を
標
的
め
が
け
て
投
げ
、
得

点
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
参
加
無
料
。
 

●

毎
週
月
曜
日
 
1
05
1
2時
 

（雨
天
、
祝
祭
日
は
休
み
）
 

松
島
町
中
央
公
園
 

※
用
具
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

青
森
県
聴
覚
障害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
 

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
係
 

容
o
l
7
(7
2
8
)
2
9
2
o
 

FA
×
ol
フ
（7
2
8
)2
9
21
 

手
話
で
日
常
会
話
を
行
う
の
に
必
要

な
語
葉
と
手
話
表
現
技
術
を
習
得
す
る

手
話
奉
仕
員
の
養
成
講
座
で
す
。
聴
覚

障
生
暑
の
社
会
参
加
促
進
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
 

◇
申
込
み
 
官
製
は
がき
に
氏
名

（
フ

リ
ガ
ナ
）
、
住
所
、
電
話
・
F
A
X

一

年
齢
、
職
業
、
手
話
学
習
歴
を
記
入

の
う
え
郵
送
。
5
月
1
0日
（
火）
必
着

〒
0
3
0
1
09
4
4
 青
森
市
大

字
筒
井
字
八
ッ
橋
7
69
 

青
森
県
聴
覚
障
害
者
情
報セ
ン
タ

ー
 

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
係
 

火災・救急lfj動概況 

問合せノ五所」~源地区消防事務組合消防本部 公35-2O19（内線 25) 
統一標語 火はlriした？いつも心にきいてみて 

区 	分 火 災 救 急 救 助 
五 所 川 原 3 127 3 
金 	木 1 25 3 
市 	浦 0 11 0 
合 4 163 6 

五所川原消防署管内3月の火災、救急、救助出動件数し単位件） 

ン
 

●

4
月
2
6日
因
5
5
月
5
日
困
 

津
軽
フ
ラ
ワ
ー
セ
ンタ

ー
 

◇
催
物
（
1
0時
開
始
、
3
0日
は
9
時
）
 

・

2
6日
因
…
開
会
式
、
獅
子
舞
 

・

2
7げ
困
…
登
山
唯
子
 

・

2
8日
困
・
・老
人
と
の
交
流
 

・

2
9日
国
・
民
謡
シ
ョ

ー
 

・

3
0日
出
・
市
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

・

1
日
目

…
登
山
灘
子
 

・

2
日
の

5
5
日
困
…
老
人
と
の
交
 

流
、
民
謡
シ
ョー
（3
日
の
み
）
 

※
ま
つ
り
期
間
中
、出
店
が
あ
り
ま
す
。
 

「
津
軽
の
春
」
はり
ん
ご
の
花
か
ら
 

開
花
促
進
り
ん
ご
の

枝
ブ
レ
ゼ
ン
ト
 

立
倭
武
多
の
館
B
(3
8)3
2
32
 

ま
も
な
く
1
周
年
を
迎
え
る
当
館
で

は
、
勇
定
さ
れ
た
り
ん
ご
の
枝
5
o
0
 

0
本
を
地
元
り
ん
ご
農
家
よ
り
い
た
だ

き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
 「
ゴー

 

ル
ド
ク
ラ
ブ
」
が
中
心
に
開
花
促
進
さ

せ
、
希
望
す
る
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 

◇
プ
レ
ゼ
ン
ト
期
間
 

4
月
1
6日
田

1
5
月
1
0日
因
 

1
日
2
0
0
本
限
定
 

秋
の
大
輪
の
菊
花
を
咲
か
せ
て
み
ま

せ
ん
か
。
お
気
軽
に
参加
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
士
淫
一
 
は
が
き
に
住
所
・
氏名
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
次
の
住

所
ま
で
送
付
く
だ
さ
い
。
 

〒
0
3
7
 o
o
4
4
 五
所
川
原

市
元
町
1
2
6
 小
田
桐
利
定
 

2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
の

資
格
を
取
ろ
う
1
1一

 

（社
）西
北
労
働
基
準
協
会
 

客
（3
5)6
3
3
3
 

⑥
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
会
 

こ
の
講
習
会
を
修
了
す
る
と
、
国
家

資
格
の
「
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
」
 

の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

●

5
月
3
日
因

5
5
日
困
 

(
3日
間
）
 
9
時

ー
1
7時
 

（
社）
西
北
労働
基
準
協
会
2
階
 

◇
受
講
料

（
テキ
ス
ト
代
を
含
む
）
 

①
一
般
  

1
2
7
o
o円
 

②
高
校
生
 
1
0
6
0
0円
 

◇
申
込
締
切
 
4
月
2
6日
因
か
定
員
 

6
0名
に
達
し
次
第
締
切
 

◆
2
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
試
験
 

・

高
校
生
 
7
月
2
6日
因
 

・

一
般
 

9
月
1
1日
目
 

山
野
草
に
興
味
の
あ
る
方
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

5
月
7
日
田

5
8
日
同
 

北
地
方
教
育
会
館
2
階
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
山
野
草
愛
好
会
 

●

4
月
2
9日
（
金
・
祝旦
 

A
…
桜
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
ス
 

松
島
会
館

5
北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
5
ー
ル

町
八
幡
宮
ー
菊
ケ
丘
運
動
公
園

5
松

島
会
館
（
距
離約
1
2邑
 

B
…
北
限の
梅
フ
ラ
ワ
ーセ
ン
タ
ー
コ
ース

松
島
会
館

5
北
限
の
梅
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
野
里
経
由
（
往
復約
2
4回

※
A

・
B
の
い
ず
れ
か
に
参
加
で
き
ま

す
。
松
島
会
館
8
時
3
0分
集
合
、
出

発
9
時

5
1
4時
頃
到
着
予
定
。
 

◇
参
加
資
格
 
健
康
で
両
コ
ー
ス
の
距

離
程
度
歩
け
る
方
 

◇
参
加
料

3
o
o円
（
傷
保
険料
含
む
）
 

◇
服
装
・
持
ち
物
 
履
き
な
れた
靴
、
 

帽
子
、
手
袋
、
汗
拭
き
、
昼
食
、
飲

み
物
、
敷
物
、
雨
具
な
ど
 

※
小
雨
決
行
。
事
前
申
込
不
要
。
 

（
五
所川
原
歩こ
ー
っ会
会
員
募
集
）
 
 

尺
八
に
興
味
の
あ
る
方
へ
 

五
所
川
原
竹
の
会
 

容
（
あ
）4
5
9
4
 小
林
 
 

●

6
月
1
日
困

5
1
0月
2
3日
卿
 

・

講
習
8
0時
間
 

・

中
央
公
民
館
 

◇
定
員
4
0人
 

×
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お祭り広場 

五所川原市庁舎では防犯のため、正面玄関を次の時間帯閉鎖しております

ので、期日前投票・不在者投票をされる方は、市庁舎北棟福祉事務所左側入

口をご利用ください。※閉鎖時刻（平日午後6時以降、土曜日午後及び日曜日） 

/ 

福祉事務所
左 側 1、口 

消防署 

」＝ 
市庁舎 
北 棟 

市本庁舎 

旧市民文化会館 

五所'ill原癒編讐挙が勢行されますソ 
※投票所における投票または期日前投票所における投票の時は、入場券が届かなかったり紛

失してしまった場合でも、選挙人名簿に登載されている人であれば投票することができま

す。投票の際は係員に申し出てください。 

不在者投票 

他市町村での投票 

投票日に仕事や旅行などで五所川原市の投票所へ行けない見込みの方は、あらかじめ他の

市町村で不在者投票を行うことができます。この場合投票用紙等の請求が必要となり滞在先

へ送付しますので、お早めに請求することになります。 

病院、施設等での投票 

都道府県が指定する不在者投票のできる病院、老人ホーム等へ入院中、入所中の方は、病

院、老人ホーム等で投票できます。 

郵便等による投票 

身体障害者手帳、戦傷病者手帳、介護保険の被保険者証等をお持ちの方で、かつ一定の障

害をお持ちの方と認められ、市選挙管理委員会が発行した郵便等投票証明書が発行されてい

る方は、自宅等で投票することができます。 

船舶および指定港における投票 

―定の船舶等に乗り組む方で、選挙人名簿登録証明書をお持ちの方は、走行中の船舶内や

指定港のある市町村で投票することができます。 

~ 

オ勿な1票を棄艦しないで、みんなそろフて授需し、 
私たちのft表に'3はわしいスを選ぴまし‘う0 

五所川原市役所 ' 35-2111 平成 17年 4月 15日 16 



新五所I!!原施講生,/_II/ 伴い 

投票日 4月24日（日） 
・投票所における投票時間は、午前 7時から午後 8時まで 

・期日前投票所における投票時間は、午前 8時 30分から午後 8時まで みんなの一票大切に！ 

〇おもな日程 

4月 17日（日） 告示日 

4月 18日（月） 期日前投票及び不在者投票開始 

4月20日（水） 郵便等投票請求期限 

4月23日（土） 期日前投票及び不在者投票終了 

4月24日（日） 投票日・開票日 

4月25日（月） 選挙会 

S 
〇投票できる方 	 鍬舞l餌

昭和 60年4月 25 日以前に生まれた方で、平成 17 年 1 月 16日以前に住民票が作成さ

れた方又は転入届をされた方。なお、合併前の 3 市町村区域内での住所異動は、五所川原市

に住所を有している期間に通算されます。 

〇投票所 

今回の選挙は従来の投票所と同じです。 

なお、転居した方は次のとおりです。 

4月 10日（日）までに届出した方→新しい住所の投票所で投票 

4月 11 日（月）以降に届出した方→届出前の住所の投票所で投票 

〇開 票 

開 票→旧 3 市町村のそれぞれの会場で行われます。 

・五所川原市民体育館 

・金木公民館 

・青森あすなろホール市浦 

〇期日前投票 

投票日に仕事・レジャーなどで投票所へいけない見込みの方は、あらかじめ期日前投票を 

行うことができます。 

〇期日前投票所 

市庁舎と 2 つの各総合支所に設けられます。該当する住所地の投票所での投票となります。 

場 	 所 対 象 者 

五所川原市庁舎 北 棟 5 階 会 議 室 旧五所川原市にお住まいの方 

金木総合支所 2 階 	会 	議 	室 I日金木町にお住まいの方 

市浦総合支所 青森あすなろホ一ル市浦 ~日市浦村にお住まいの方 

※対象者の区分は、4 月 10 日時点で届出の住所です 

17 平成 17年 4 月 15日 五所川原市役所 ' 35-2111 
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ふれあい体験農重参加者募集 
金木総合支所農林水産係 容53-21 11 内線 207 
市役所農政課農務係 	合35-21 1] 内線 356 

「自然とふれあえる場」をテーマに豊かな自然環境

での農業体験・収穫のよろこびを通して農業への理解
を深めていただこうと、ふれあい体験農園を開園しま
す。 

場所・・・市内金木町のオートキャンプ場入口（47 区
画）及び運動公園多目的広場内（27 区画） 

対象・・・市内に住所を有する方 
申込方法・・・市役所農政課または金木総合支所農林

水産係窓口で、もしくはホームページからダウ
ンロードをして申し込みください。 

http : //www.kanagi.jp/ 

市税の口座振替（自動振込）のお知らせ i 
ー一二にJ巾二二一 n話ーーーーノ 

、×  

平成 17 年度からの市税は、口座振替（自動振込） 

により納めることができます。ご希望の方は市内の金 
融機関等でお申し込みください。 

なお、合併前の金木町及び市浦村の市民の方は、 
平成 18 年度から開始されますので、今年度はお申し 
込みできません。 
⑨口座振替ができるもの 
市県民税（個人の普通徴収分）、固定資産税 
軽自動車税、国民健康保険税 

ひとり親家庭等医療費給付日の変更 
家庭福祉課 内線 249 

使用料・・・30 市区画・・・1,500 円 
60 市区画・・・3,000 円 
85 市区画・・・4,300 円 

栽培作物・・・野菜または草花（11月までに栽培が終了 
するもの） 

r 
ひとり親家庭等医療費の給付日（振込日）が 4 月給

付分より月末に変更となります。月末が土・日・祭日
の場合は、その前日になります。 

夢認定魂奄 	平成17 

，一 L、 ュ 	L 

よ，、 

『鴛l鯉 	働く婦人の家は、仕事と家庭との調和に役立っ知識ゃ技能を身にっl 
三，混ッ 	かさをもっていただくための各種講座・講演会を開設しております。男女、年齢問わず積極的なご 
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講座名 内 	容 期 	間 実施時間 回数 募集人数 講師名 
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パソコン基礎講座 
立ち上げから文章作成までを学
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15 竹谷てっ子 

煎茶 検討中 5月下旬 13:30~ 15:30 2 10 検討中 

立侵武多ハネト踊り 
く学習します。 
夏祭りに合わせて、伝統芸能を楽し 
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親子で歌おう 
親子でアニメソング＆童謡を楽しく 
歌いましよう。 	5 才以上 
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18:30 - 	20:30 。乙
  

15 組 
30 人 

坂崎真寿美 

Excel 講座 
関数を用いて、表の作成及び表計算
のノウハウを学びます。ノートパソ
コン持込（Windows98 ~ ) 
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18:30 - 	20:30 6
  

15 水島 康雄 

短
 
期
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春の自然植物観察 
春の自然に触れ森林浴を楽しみます。 
（浅虫森林公園） 

5月 9 日（月） 9:00 - 16:00 

●

1
  

25 木村 	哲 

秋の自然植物観察 
植物観察をしながら、森林浴を楽し
めます。（場所は検討中） 

10月 4 日（火） 9:00~ 16:00 1
  

25 木村 	哲 

和菓子作り 自家製和菓子で客人も大喜び！ 6月 24日（金） 9:00~ 12:00 1 20 炉月菓子処 
三山 鐘徳 

欧風料理 検討中 1月 10:00 - 14:00 1 12 検討中 

料理（和） 検討中 11月 9:00~ 12:00 1 24 検討中 

津軽金山焼 
体験講座 

個性あふれる作品を作ってみません
か？ 

11月 9日（水） 13:00-16:00 1
  

20 津軽金山焼 
横山 和幸 

◆日時、内容の変更もありますのでその都度広報でお知らせします。 
◆講座の内容によっては材料費を実費で頂きます。 
◆申し込み後の取り消しは、前日までにお願いします。材料費の必要な講座は 2 日前までにご連絡ください。それ以降 の取り消し、 

または連絡のない場合は実費（材料費）を頂くこととなります。 
．客講座はすべて、県民カレッジの対象となります。 
◆駐車場のスペースが非常に狭いため、平日の日中の場合は市役所お祭り広場駐車場をご利用ください。なお、土曜日、 夜間は 

大変恐縮ですが乗り合わせ等工夫してお越しください。 

⑥上記講座はすべてお申し込み頂くこととなっております。 
問い合わせ・申し込み先 働く婦人の家 TEL 35 - 8898 FAX 35 - 8953 

五所川原市役所 公 35-2111 平成 17年 4 月 15日 18 



第8回 こどもフェスティバIし 
中央公民館 B35一 6056 

子どもたちのすこやかな発育を願い『こども

フェスティバル』を開催します。子どもだけでなく、 

大人も、多くの方々の来館をお待ちしています。 

日時】4月 23 日（土） 9時30分～15時 

会場】中央公民館 

内容 （午前）こいのぼりづくり・歌・ゲーム

お茶とお菓子でお祝い 

（昼）豚汁コーナー／無料 

（午後）家族で映画を楽しむ会 

『アニメ・金色の足あと』『ハム太郎の

とっとこ大切交通ルール』『日本昔ばな

し』より「夢を買う」「さるかに合戦」 

ほか 

第2回金木くれtd'い会文化展 
金木公民館 公53 一 3581 

4月 15 日（金）~17日（日） 8時 30分～ 

新日本補聴器相談（講） 15 日 13時～ 

和紙ちぎり絵（研） 16日 13時～ 
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乳幼児健診のお知らせ 健康推進課 内線 224 
d 

臓五所川原地区 

◆場 所：働く婦人の家・保健センター五所川原 

◆受付時間】12時15分～12時 30分 

◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル 

◆主な内容：小児科診察、歯科診察（1歳6カ月児・3歳 

児）、身体計測、発達相談、離乳食試食（4 カ月児）等 

対 象 児 期 	日 

4力月児健診 平成 16年 12月生まれ 5月 10日（火） 

1歳6力月児健診 平成 15年 11月生まれ 5月24日（火） 

3歳児健診 平成 14年 1 月生まれ 5月19日（木） 

※当日は、駐車場が混雑しますので、市役所駐車場もご利用ください。 

☆金木地区 

◆場 所：保健センター金木2階（2歳6カ月児歯科健診】1階） 

◆受付時間：12時 30分～12時 40分 

(4カ月児健診：12時 20 分～ 12時 30分） 

◆持参するもの：母子健康手帳、バスタオル等

◆主な内容：小児科診察、歯科診察（1歳6カ月児・ 

2歳 6カ月児・3歳児）、身体計測、発達相談、離乳

食教室（4 カ月児】健診終了後14時～）等 

※ 2 歳6 カ月児歯科健診】歯科診察・指導のみ 

対 象 児 期 	日 

4力月児健診 
平成 16年 12月15日 

～平成 17年1月26日生 

5月26 日（木） 7力月児健診 
平成 16年9月15日 

～平成16年10月26日生 

10力月児健診 
平成 16年6月15日 

～平成 16年7月26日生 

1歳6力月児健診 平成 15年 10月～ 12月生 
5月19 日（木） 

2歳6力月児歯科健診 平成 14年 10月～ 12月生 

3歳児健診 平成 13年 12月～平成 14年2月生 5月12日（木） 

☆市浦地区 

◆期日】5月 11日（水） 

◆受付時間：12時 15分～12時 45分 

◆対象】平成 16年5月1日～平成 17年2月 28 日生 

公民館からのこ案内 

お願い 健診に来られなかった方は、ご連絡ください。 

病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けることができます。 

《問い合わせ先》 
五所川原地区 健康推進課 B35- 2111（内線 223・224・225) 
金木地区 保健センター金木合53- 2111（内線 154・155・156) 
市浦地区 保健センター市浦公27- 7733 

※許細については、各地区乳幼児健診の年間予定表をご覧ください。 

19 平成 17年4月 15日 五所川原市役所 合35- 2111 



1人分 1 24kcaI 塩分 0.3 g 

■材料（4人分） 

尾長三“I皮を誉て‘些ろす）一 300g 
I、I 片栗粉…大さじ 2--3 	塩・・・少々 

黒みつ（市販品）・・・適量 

ノきなこ…適量 

、塩・・・少々 
ノ 
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健 康 相 談 

あなたも 
作つてみませんか 

テーマ】県産品を使ったおいじい料理⑧ 

研修会「県産品を使ったおいしい料理」より
五所川原市食生活改善推進員会 

☆金木地区 

病気の相談、血圧測定、健診結果など保健師が相談に 

応じます。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

金木東部コミュ二テイセンタ .28日（木） 1O:OO~11 :00 
※金木地区の健康相談・検診・献血の詳細については、毎戸配布健

康カレンダーをご覧ください。また、健康カレンダーは市役所健
康推進課窓口、保健センター金木、保健センター市浦にあります。 

母 子 相 談 
☆五所川原地区 母と子の相談日 

お子さん、お母さん達の交流の場にもご利用できます 

ので、気軽においでください。 

◆場所・・・働く婦人の家・保健センター五所川原 

◆持参するもの・・・母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

5月 18日（水） 
5月25日（水） 
※ 20日午後は電話 
予約が必要です。 
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・各月齢での成長、発 
達、育児、遊び、栄 
養（離乳食等）相談 
・子育て等の情報交換 

ことばの相談日 
5月19日（木） 
※ 5月9日までに
予約が必要です。 

10 :00~ 12 :00 
・ことばが遅い、発
音がききとりにく
い、どもりなど 

☆市浦地区 エンゼル愛相教室（乳児相談） 

◆場所・・市浦子育て支援センター（市浦アトム保育園内） 

◆持参するもの…母子健康手帳 

r 
市役所健康推進課、金木総合支所、市浦総合支所 

保健センター五所川原、保健センター金木 

保健センター市浦（ピンコロ館） 

みんなの健康教室 
◇日 時…4月 22日（金） 13時～ 14時 

◇場 所・働く婦人の家・保健センター五所川原 

◇テーマ・・動脈硬化の早期診断検査法 

◇講 師・・清水将之先生（清水クリニック） 

◇主 催・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

予防接種の変更について 

広報ごしょがわら 3月 25 日号P1lに掲載、及び窓口

と健診会場で配布した「予防接種のお知らせ」 につい

て、内容に一部変更がありましたので、お間違えのな

いようお願いします。 

公立金木病院・・・一週間前に電話予約必要 

尾野病院・・・火曜日・金曜日は個別接種日から除く

電話予約必要 

昌三」誓 古紙配合率 100% 

くずきり〕 

■作り方 

1厚手の鍋に Aを入れ、泡立器で混ぜながら 

中火でほってりするまで練る。 

（かたまってきたら木べらを使うとよい） 

2器に①を盛付け、黒みつをかけ、その上か 

ら砂糖・塩を混ぜたきなこをかける。 
お わ た 

〈レシピ】青森県食品アドバイザー 小和田慶子氏, 

あっという間にできる簡単な健康おやつです。 

お料理だけでなく、おやつでもおいしく頂ける

長芋は、力リウム・食物繊維が豊富なため、高

血圧など生活習慣病予防にも効果があります。 

もちもちした食感と素朴な風味をお楽しみくだ

さい。 

献血のご案内（バス巡回） 

期 	日 時 	間 場 	所 

4月28日（木） 9 :30~16:QO 五所川原消防署 

5月 5 日（木） 10:00~ 16: 00 工ルムの街ショッピング
センター専門店入ロの外 

救急医療当番医 
月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

4月24日 日 対馬内科小児科医院 田町4-5 34-3431 
4月29日 金 清水クリ二ック 鎌谷町 103 - 1 35 一 3663 
※ 1．対応時間（電話で確認）9時から 17時まで 

2‘その他、消防署（救急病院紹介 B34-4999）でも紹介します。 

五所川原市役所 B35- 2111 平成 17年4月 15日 20 

'I 

開 設 日 時 	間 内 	容 

4月 27日（水） 10:0O~11 :00 
・ミ二勉強会、情
報交換、身体計 
測、個別相談 

, 

長芋の 
, 
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